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甲

1.1. 研究背景
 日本の心血管病において、心不全は入院中死亡および再入院率が高く、最も発症の多い疾患である。
心不全入院の症例数と心不全の院内死亡率には反比例の関係があることが示されている。しかしなが
ら、それ以外の医療機関の施設側の要因が心不全患者の院内死亡率へ与える影響に関する報告はな
い。本研究では、因子分析を使用して、施設側の要因をグループ化して特徴づけることで、これらの
因子と心不全入院患者の7日死亡率、30日死亡率、院内死亡率との関連を評価することを目的とした。

1.2. 研究手法・研究結果
　医療機関および患者データは日本循環器学会が行う循環器疾患診療実態調査（JROAD）のデータと
DPCデータを統合したJROAD-DPCデータベースを使用した。2012年から2014年の間に、683施設に入院し
た198,861人の急性心不全患者のデータを解析した。因子分析にて90項目の施設側要因の調査項目に対
して因子分析を行い、5つの因子へグループ化した。「心血管インターベンション」、「心臓血管外
科」、「小児循環器」、「電気生理学」、および「心臓リハビリテーション」の5つである。この5つ
の因子を調整変数として、心不全の急性期死亡率との関連について多変量ロジスティック回帰分析を
行った。30日死亡率は8.0%であった。「小児循環器」因子（オッズ比（OR） 0.677, 95%信頼区間
（CI） 0.628-0.729, P値 <0.0001）、「電気生理学」因子（OR 0.876, 95%CI 0.832-0.923,
P<0.0001）、「心臓リハビリテーション」因子（OR 0.832, 95%CI 0.792-0.873, P<0.0001）はそれぞ
れ死亡率の低下に関連していた。対照的に「心血管インターベンション」因子（OR 1.167, 95%CI
1.070-1.272, P<0.0001）は死亡率の上昇に関連していた。

1.3. 結論
　治療行為などの施設側要因で表される医療機関の特性は、急性心不全患者の急性期予後に関連して
いる可能性が示唆される。
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